



Unfolding the Provincial Education Through Experience　at an Elementary School m ａ Rural












































































































































































































































































































摘された（‰ また同校訓導星野達郎 は， 高学年

























年 号 特集号等名称 郷土教育 に関する主な内容




昭.2 ８ 学級経営論号 郷土教育 の指導方針 に基づき， 各教科
での郷土教育 内容を掲載。
昭.3 ｎ 郷土 教育号 郷土教育 の目的を郷土理解，郷土 偉人




12 学級経営号 郷土教育 の教授方針 に基づき， 農産物
生産状況 の資料 に基づく 算術科 での郷土
敦育実践，綴り方 教育 と郷土 教育 との関
連等を掲載。
13 御大典記念号 「郷土 の偉人」とし て， 中田村産業 開
拓者である仙台甘藷栽 培の元祖川 村幸八
について，当時の校長石川謙吾が記述。
昭.4 14 郷土 教育論纂集 郷土論や郷土教育論，方法論等 ，中田
小訓導 の「郷土教育 に関する私見」 を多
く掲載。
昭.5 15 郷土 教育研究号 校長石川謙吾の 「郷土 教育論」や ，第
一回郷土 教育研究会 〔宮 城県 教育 会後援
昭和５年２月］ の開催内容の詳細。
昭.6 17 郷土 学習号 郷土資料を数量化し用いた郷土 算術や
郷土地理等 の教科指導 の実践 ，郷土 室で
の郷土資料 整備とそ の活 用， 郷土 調査研
究等を掲載。
昭.7 18 低学 年 郷土 教育
号
低学年郷土教育 の方策を遊戯 中心とし
郷土算術等， 各教科 での郷土 教育 の実践
を掲載。
昭.8 19 郷土 修身研究号 児童 の道徳性調査結果や 各学年 での修
身カリキュラムを掲載。
昭．９ 20 国史 読方号 国史指導と郷土題材との関連一覧。
〈体験〉は，大正ｎ 年度，植田清之助校長時代に中田小校内研究誌とし






































































































































p31　宮城県丸森町小学校長 斎藤富 第一出版協会を基に, 筆者作成
彼 は ， 丸 森 小 時 代 ， 自 然 や 文 化 を ， 科 学 的 ， 道
徳 的 ， 宗 教 的 ， 芸 術 的 ， 経 済 的 ， 政 治 的 の ６ つ の
形 象 に 分 け ， そ れ と 目 的 的 に ， 児 童 の 内 面 に 生 起 す
る 郷 土 意 識 と の 関 係 を 以 下 の よ う に 述 べ た。 児 童 が ，
科 学 的 文 化 財 と の 意 義 関 係 に よ り ， 科 学 的 意 義 を
体 験 し ， 道 徳 的 文 化 財 と の 交 渉 に よ り， 道 徳 的 価
値 を 体 現 し ， 宗 教 的 文 化 財 と の 接 触 に よ り ， 宗 教
的 意 識 を 発 展 さ せ ， 芸 術 的 文 化 財 と の 交 渉 に よ り ，
美 的 意 識 を 発 展 さ せ ， 経 済 的 政 治 的 文 化 財 と の 交





セ スを体験 とした（气 彼が， 体験を構成するも
のとして掲げたのは，以下の３つである。①自然
や文化の学習内容， ②児童本位の学習方法，③教







































































































目的1 郷土社会の有機的 孑程 に関する研究と理解
具体的「内容項 ≡1」 教育 実践の「機会1
動植物，面 積，位置，人口，戸 数，
























目的| 郷土の生活 に即した身体の育 成
具体的 「内容項目」 教育実践の「機会 」





『国民教育 の新機構J p93 ～p98 宮城県 中田尋常高等小学校長 斎藤富
昭和７年 ７月 仙台謄写印刷研究所を基 に，筆者作成
《表 ５》児童の発達段階と教材
郷土教育 「教材化| の指針と内容




















雑 髓 列 席
跡 （徳 川時代）
気候観察








青年団， 在郷軍 人会 ，産業 組
合 等組織 ・団体 ，産業 ， 生活
と郷土 の地理 的条件 ，生 活と
国、世界 の関係














風紀 に関 する もの，《経済 的生
活》 村の経 済，交 通， 運翰，
金融， 産業 商工業 ， 農 業，
《政治的生活》村の将来
『国民教育の新機構Jp106 ～p108 宮城県中田尋常高等小学校長 斎藤
富　昭和7 年７月ｲ山台謄写印刷研究所を基に，筆者作成
２ ） 直 観 的 な 学 習 方 法 の 実 践



















とした(25)。 その内容を見 ると，計31 テーマが設
定され，それに沿って，学年毎に課題が具体的に
設定されたＯ例えば 厂水産業｣ のテーマでは，尋
常１｢ ‾カワ｣，尋常３ 厂用水池｣，尋常６ 匚水産業｣，
高等科 ２ 厂経済機関｣ と設定され，また，｢農業｣
のテーマでは，尋常１ 匚アメフリ]，尋常 ２ 匚雨｣，
尋常 ４｢ ‾食物｣， 尋常５ 厂農学｣， 尋常６ 匚国運
発展｣，高等科２ 匚凶作防備｣ と設定された(气
これを見ると，発達段階に応じ，各学年の課題
を 系 統 的 ・ 発 展 的 に 設 定 す る の に 即 応 し ， 児 童 に
よ る 観 察 や 調 査 の 視 点 も 拡 充 さ れ て い る こ と が 分
か る 。 つ ま り ， 低 学 年 で は ， 漠 然 と し た 郷 土 の 知
識 習 得 と 郷 土 に 対 す る 注 意 や 興 味 の 喚 起 ， 中 学 年
で は ， 郷 土 の 正 確 な 知 識 習 得 と 郷 土 に 対 す る 価 値
意 識 の 育 成 ， 高 学 年 で は ， 流 通 や 産 業 構 造 等 か ら
の 郷 土 の 理 解 ， そ し て 高 等 科 で は ， 郷 土 の 現 状 認
識 と そ の 振 興 で あ る 。











郷土 読本 編纂，郷土室経営 とともに郷土的方 法とし
て，児童自身による郷土研究の方法の検討
《春休み中の児童の調査物 の提出》
春休 み中の課題とする 児童の郷土 調査 の内容 及び方
法の検討
《郷土科学習指導案の形式 》
各教科指導 におい て，学習過程 の中に，児童 による






児童の見学や観察 に有効な 郷土の遺物や 児童の郷土
作品の展示 について検討
《校長 指示注意事項》
斎藤富 校長が ，夏休み中の郷土学 習の巡回指導を徹
底するよう指示
《郷土学習帳作成》
夏休 み中の郷土学習に有効な 郷土学習帳 の学習内容
と方法の検討
《郷土学習作品展覧会の開催》
夏 休み中に児童が 製作し た郷土作品 の展覧 会開催の
検討
《校長指示注意事項》
斎藤富校長が， これまで児童が 製作し た郷土作品，
郷土に閃する 図書，統計，成 績品等の各教室後方へ の
陳列や郷土室で の積極的な展示を指示
『名取郡中田尋常高等 小学校職員会 議録』 名取郡 中田 尋常 高等小学 校関

























































低　 学　年 中　学　 年 高　学　 年 高　 等　 科



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































巻p 678～p 680 文部省内教育史編纂会昭和14年３
月教育資料調査会に詳しい。
41.『前掲書』（注15) p12～p19
42.「農村教育の方向一農作教育への道一」『宮城教育』
昭和５年５月号p12～p15
43.尋常６厂中田文化構造姿態と郷土地理行程
」『昭和
六年度郷土科指導案』名取郡中田尋常高等小学校関
係資料〈マイクロフィルム巻三〉〔仙台市博物館資
料編纂室〕では
，村の主要産業として惣菜生産を取
り上げ
，その種類と販売経路を学習させている。ま
た同じく高等科１厂経済の意義
」では，中田村の自
然と経済の関係に着目させ
，肥沃な地質に恵まれ，
仙台市に近いという地理的条件が
，野菜供給地とし
ての村の経済を成立させていることを学習させた。
44.高等科２「中田村の農業
」『昭和六年度郷土科指導
案』名取郡中田尋常高等小学校関係資料くマイクロ
フィルム巻三〉〔仙台市博物館資料編纂室〕では
，
その指導過程の八で
，中田村の農業と村の将来につ
いて考察させている。
45.高等科２匚中田村文化の将来
」，「よき村人とよき
日本人
」は，ともに『昭和六年度郷土科指導案』名
取郡中田尋常高等小学校関係資料くマイクロフィル
ム巻
三〉〔仙台市博物館資料編纂室〕に収録
46.昭和初期の多くの農村小学校の郷土教育が
，被弊
した農村の立て直しを念頭に
，農村現実の理解を目
的としたことが指摘された。『前掲』（注3）
47.『前掲書』（注3）p 179　川崎市田島小は
，当時，
中田小とともに
，児童の体験世界の発展拡充を目指
す郷土教育実践の代表校とされていた。『同上書Jp
173～174
田島小学校の教育に関する最近の研究では，
①その「生活科
」カリキュラムの編成過程に着目し，
郷土川崎の文化財からの構造的
・関連的教材選択と
配列及びその限界について分析したものとして，「‾田
島小学校における体験教育の理論と実践一文化教育
学の移入とその限界
－」『カリキュラム研究』第13号
p61～P73金子知恵2004日本カリキュラム学会
②職業指導との関連から
，田島小学校の体験教育の実
態を分析したものとして
，「都市部工業地帯における
新教育実践の展開一田島小学校の体験教育を事例と
して
」ー『地方教育史研究』第26号p63～p81金子知
恵2005全国地方教育史学会等がある。
48.『前掲書』（注1) pl33
～pl34
田島小学校の教育が
，厂よき川崎市民の育成」とい
う都市生活維持のための価値観への児童の同化を目
指していたことが指摘されている。『前掲書』（注47・
①) p69
49，『前掲書』（注1) pl33
－80－
